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【Ⅰ】 

 

 

 

 

 

【Ⅱ】 

 

 

 

 

【Ⅲ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） (ア) １‐⑥ (イ) ２‐④ (ウ) ３‐③ 

（２） ４‐⑥ 

（３） ５‐①・③ 

（４） ６‐⑦ 

（５） ７‐① 

 

（１） ８・９‐①・⑥（順不同） 

（２） (ａ) 10‐② (ｂ) 11‐⑤ (ｃ) 12‐① 

（３） (ａ) 13・14‐①・③（順不同） (ｂ) 15‐④ (ｃ) 16‐③ 

(ｄ) 17‐② (ｅ) 18‐⑥ 

 

（１） 19‐⑤ 

（２） 20‐① 

（３） 21‐⑥ 

（４） 22‐④ 23‐② 

（５） 24‐① 

（６） 25‐⑤ 

（７） 26‐③ 

 

 

 

 



 

【Ⅳ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅴ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） (ア) アルデヒド (イ) カルボン酸 

（２） (ウ) ホルムアルデヒド 

(エ) ギ酸 

（３） ＋１ 

（４） ＣＨ₃ＯＨ ＋ ＣｕＯ → ＨＣＨＯ ＋ Ｈ₂Ｏ ＋ Ｃｕ 

（５） ヒドロキシ基が結合している炭素原子に結合する、炭化水素基の結合数 

による分類である。 

（６） ９２ｍｇ 

（７） ＨＣＯＯＨ ＋ ＮａＨＣＯ₃ → ＨＣＯＯＮａ ＋ Ｈ₂Ｏ ＋ ＣＯ₂ 

効果：ギ酸で酸性に傾いた血液が中和されｐＨが上昇する。 

 

（１） ⑤ 

（２） 酢酸を加えると弱酸であるフェノールが遊離する。錯イオンの形成には 

フェノキシドイオンの存在が必要であると考えられる。 

（３） 単一の化合物となった。 

（４） １５ 

（５） ８４ 

（６） Ｒ₁：② Ｒ₂：⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




